
（第19号）山の松昭和38年8月25日①

　
基
盤
岩
状
況
や
地
下
水
分
布

土
質
の
解
明
調
査
は
咋
年
に
引

ぎ
続
き
休
み
な
く
、
県
砂
防
課

湊
元
技
帥
（
理
博
）
指
導
の
も

と
に
継
続
さ
れ
て
い
る
が
、
本

年
春
よ
り
着
工
さ
れ
た
杭
打
土

松
之
山
部
落
地
内
百
七
十
三
本
、

一
億
七
千
五
百
万
円
、
及
び
兎

口
部
落
百
二
十
本
二
千
万
円
の

工
事
は
一
部
を
残
し
、
七
月
の

末
を
も
つ
て
完
工
し
た
。

　
第
二
期
工
事
の
集
水
井
工
事

堰
堤
工
皐
は
ま
だ
施
工
さ
れ
て

い
な
い
が
、
そ
の
後
町
当
局
や

議
会
側
の
真
剣
な
陳
情
に
よ
り

近
く
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
い
る
Q

　
滝
沢
啓
太
郎
さ
ん
（
三
七
才
）

は
「
お
蔭
様
で
こ
の
．
頃
は
動
き
が

勲
．
－
－
’
－
ー
曜
ー
1
お
だ
や
か
に
な

ロ　
　
　
　
　

恥
　
　
　
”
つ
た
惑
じ
が
し

●

菱
亟
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　第19号
｝廃講『所…『

之山町役場話（松之山）110・川番

央日H閃亘

第
一
期
杭
打
工
ほ
完
了

　
　
　
　
　
　
　
待
た
れ
る
集
水
非
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
も
　
　
　
　
　
　
ー
と
、

呂

i地ま二りとたたかう
響

竜住rはんるに営　つで日てにの期ててて
い
ま
す
。
二

期
工
事
を
雨
期
・

の
来
な
い
う
ち

に
早
く
は
じ
め

て
ほ
し
い
、
一

口
千
秋
の
思
い

で
す
。
」
と
語

つ
て
い
る
。

　
又
す
で
に
町

営
の
仮
設
住
宅

に
入
居
し
て
い

る
田
辺
清
文
さ

ん
（
五
七
才
）

「
広
々
と
し
た

住
宅
に
入
れ
て

も
ら
つ
て
い
ま

災
取
り
壊
し
に
つ
い
．
マ
、
は
既
報

一
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
芳
、
の
で

新
校
書
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ

て
お
り
年
間
い
つ
ば
い
に
は
松
「

之
山
に
最
初
の
鉄
晦
、
、
、
階
建
の

．
校
舎
が
お
目
見
え
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。
建
築
概
要
は
つ
ぎ
の

一
と
お
り

新
築
の
場
所
　
大
字
湯
田
横
平
「

鉄
筋
三
階
四
百
八
十
二
坪

着
工
　
三
八
、
六
、
一
五
日

完
工
　
三
九
、
一
、
三
〇
日

工
事
費
．
概
算
四
千
二
百
六
f
二

松
電
申

馨
㎜
，
讐
、

　
　
　
錨
．

禰
懇
難
雛
欝

．
対
し
て
国
は
．
一

金
で
、
残
り
空
．

　
　
　
　
　
．
分
の
二
を

　
　
　
　
　
　
一
分
の
一

債
で
認
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
つ
て
い
る
が
、
坪
当
り
甑
価

で
国
の
一
．
小
す
も
の
よ
り
謡
か
に

一
実
際
単
価
は
上
ま
わ
る
と
見
ら
．

す
が
、
や
は
り
自
分
の
家
力
ほ

で
す
。
1
　
　
被
災
者
の
気
持
㎜

し
い
も
の
で
す
集
水
工
事
が
は

は
一
様
に
や
が
て
始
ま
ろ
う
と
…

じ
ま
る
日
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

す
る
集
水
工
箏
に
大
ぎ
な
望
み
…

と
し
で
、
頑
張
つ
て
い
る
こ
の
頃
を
か
け
て
い
る
。

　
松
之
山
中
新
築
工
事
進
む

　
　
　
　
　
　
　
湯
山
に
鉄
筋
三
階
建
で

　
松
之
山
中
描
．
寡
区
本
校
自
の
被
万
・
円
、
屋
内
運
動
場
は
昭
和
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
！
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
イ
↓

十
九
年
度
に
建
築
．
r
定
）
施

は
糸
魚
川
宙
の
猪
叉
建
設
り

　　　　　　　　　　騰鑓
　　　　　　　遜
　　　　　灘
　　1嚢

謹

れ
て
い
る
。

　
小
学
校
仮
設
校
舎

　
建
築
中

　
松
之
田
小
学
校
の
東
寄
り
校

舎
四
教
室
は
さ
き
に
文
部
省
よ

り
危
険
校
舎
と
し
て
使
用
を
禁

止
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
対
策
と

し
て
高
校
分
校
わ
き
に
四
教
室

の
仮
設
校
舎
を
建
築
し
て
い
る

　
尚
災
害
に
よ
る
学
校
建
築
に
．

　
　
水
　
路
復

　
　
　
　
　
　
　
新
山
、

　
町
内
の
用
水
路
被
災
簡
所
は

一
、
十
ニ
ケ
所
約
一
万
二
千
四
百

皿
米
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、
今
俘

・
来
被
災
部
落
の
方
々
の
た
ゆ
ま

な
い
努
力
に
よ
り
既
に
つ
ぎ
の

　1請総完日騒麟
　1山≡日
　i小百九　1口七月
　　組十十

　　　万
　　　円

光
間
、
松
口
な
ど
で

、
【
水
路
は
完
了
し
、
新
し
い
水
し

　

『
ぶ
き
を
上
げ
て
流
れ
て
い
る
。

｝
　
新
山
七
八
九
米
一
二
一
万
円

一
光
間
一
七
〇
七
米
一
四
七
万

［
『

（新山で）復旧した水路

松
口
揚
水
機
ニ
ケ
所
一
四
〇

万松万
臼之円
一
，、田

il…
下ヒ

申米

東
北
電
力
、
変
電
所
、

散
宿
所
取
り
こ
わ
し

　
今
春
か
ら
地
七
り
に
よ
り
．
取

｝
り
嬢
す
か
ど
う
か
問
題
と
な
つ
．

一
て
い
た
東
孔
電
力
松
之
山
変
竃
㎜

一
所
及
び
散
宿
所
は
八
月
十
八
口

㎜
一
　
　
　
　
ー

｝

一
か
ら
取
り
壊
し
か
は
じ
め
ら
、

二
十
日
に
終
．
～
し
た
」

　
束
北
解
力
骨
．
は
こ
ん
ギ
．
松
代

㎜
に
一
．
．
卜
粍
Y
A
の
変
電
町
を
…
初
「

．
設
し
杯
い
㌧
』
唄
変
屯
班
ば
廃
止
キ
．
ノ
㎜

る
ロ
ロ
謝
知
か
あ
つ
た
、
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
．
、
，
㌧
㌧
い
て
笛
総
…

・
．
、
り
陰
．
／
、
レ
（
　
こ
（
、
．
発
レ
プ
よ
り

，
．
q
　
々
．
ー
“
ク
ト
y
、
－
〈
は
約
一
．
．
．

か1〆ワll

一円冗
、ヌニ位窪ク

・垣㌧て曹1／i

／『㌧1）二ll

て　ヲゾ
Q
のい

る

見
舞
金
三
百
三
十
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
．
｝
　
　
髭
い
丘
』
し
ー
い
・
≧
牢

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
、

地
の
惨
状
を
み
て
無
名
で
そ
つ

と
届
け
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
一

件
、
一
件
に
心
の
ぬ
く
も
り
を

感
ず
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ

の
う
ち
主
な
支
出
済
額
は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
つ
て
い
る
。

　
（
七
月
末
現
在
で
㌧

　
住
宅
解
体
見
舞
十
三
件
百
三

十
万
円

　
　
被
災
者
ア
ン

　
松
之
山
塑
－

り
に
対
し
．
て
聡
，

秋
以
来
各
方
面

か
ら
多
大
の
．
こ
．

同
情
と
激
励
が

寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
七
月
末
現

在
で
見
舞
金
の

総
額
は
七
十
九

件
三
百
三
十
五

万
七
千
門
の
多

額
に
の
ぽ
つ
て
．

い
る
。
な
か
に

は
遠
く
北
海
道
．

　
　
　
又
現

十
八
件
一
．
．

　
農
由
水

賃
金
十
、
．
．

卍
雀
耳
ノ
ー
ラ
邪
ケ

．
　
『
〕
．
ノ
』

ー
4
ノ
ノ
U
ー

ノ
r
・
、
「
ほ
「

塾
　
激
甚
世
帯
九
十
五
戸
に
対
す

　
『　
｝
る
配
分
金
九
十
五
万
円

」
金
七

量
人
夫

　
と
り
壊
し
住
宅
八

　
月
中
に
二
戸

　
対
策
工
事
の
施
工
に
よ
り
渕

く
緩
漫
よ
足
ど
り
を
み
せ
て
い

る
が
、
松
之
山
激
甚
地
で
は
八

月
八
目
、
九
目
に
一
戸
、
二
十

目
、
、
†
一
日
に
一
戸
と
、
消
防

団
員
や
親
戚
の
方
々
の
協
力
に

よ
つ
て
住
宅
の
取
り
こ
わ
し
が

だ
σ
わ
ト
双
L
κ
∪
．

　
こ
の
二
戸
は
一
猟
沢
彦
治
さ
ん

小
口
政
．
一
Ψ
、
」
ん
の
住
宅
で
両
家

と
も
既
に
同
部
．
洛
内
の
空
家
を

．
冗
収
し
て
転
居
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ト

住
宅
対
策
、
移
転
対
策
な
ど
の
資
料
に

　
町
対
策
支
部
で
は
八
月
十
二

㎜
日
被
災
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
）

　
耕
地
の
被
災
に
よ
つ
て
今
後

の
生
活
を
ど
こ
に
求
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
が
、
既
に
町
外
へ

転
出
を
き
め
た
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

τ
や
、
冬
福
え
て
の
隼
対

一
策
な
ど
を
中
心
項
目
と
し
た
も

の
で
あ
る
」

　
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
（
秘
）
、
い

と
し
て
い
る
の
で
、
発
表
さ
れ
■

て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
意
見
…

と
し
て
、
第
二
期
工
事
を
早
丞

は
じ
め
て
ほ
し
い
こ
と
、
又
こ

の
対
策
に
事
の
進
沙
い
か
ん
で
．

松
之
山
町
に
去
就
を
ぎ
め
よ
う
■

と
思
案
中
の
者
が
多
か
つ
た
と
一

い
つ
て
い
る
。

（松之1 llで）住宅の取り壊し

｝
談
舅
集
の
改
築

転
輯
誠
資
金
に
困
つ
て

…
剤
…
卿
欝
ズ
罐

蘇
擁
え
て
下
さ

　
　
　
ー
答
　
被
災
者
援
護

　
資
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

　
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
貸

　
し
付
け
す
る
も
の
で
、
一
人

　
十
万
円
を
限
度
と
し
年
利
三

　
分
．
五
．
厘
で
一
年
措
置
き
六
力

　
年
償
還
と
な
つ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
誰
で
も
簡
単
に
借
り

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
c
こ
の

「
㎝
被
災
地
帯
で
い
ま
一
番
待
た

一
醗
惣
雑
臓
麟
鷲

万
⊥
護
蛭
察
リ
ナ
イ
ト

一
ホ
ー
麟
襲
轟
り
媛
る

滅
菌
藩
設
が
で
曽
⊆
れ
ば
　
　
し
よ

縁
蘇
雛
讃
欝
一
係
に
御
相
談
下
さ
い
．

　
簡
易
水
道
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
送
水
開
始
は
八
月
の
末

い
よ
送
水
は
じ
め
と
い
う
こ
と

　
水
H
彩
多
梯
庖
画
ニ
イ
ニ
町

歩
の
復
旧
の
た
め
、
こ
の
工
事

　
査
定
を
、
う
け
る
凝
備
の
た
め

一
東
．
頸
城
刺
地
出
張
所
及
び
新
農

羽
橘
耀
隙
鯉
稲
紬
職

万
九
早
で
約
古
蝿
地
の

一
　
　
ー
…
…

ー

に
な
つ
た
。
概
要
つ
ぎ
の
と
お

ー
り

水
源
松
之
山
地
内
中
沢
川

配
水
タ
ン
ク
四
十
五
ト
ン

虐
兀
工
八
〆
H
刀
一
ニ
ム
i
一
　
口
回

請
負
新
潟
市
井
上
工
業

給
水
戸
数
百
五
十
戸

水
田
復
旧
の
査
定
調
査
絡
る

＼
1
－
セ
　
　
～
♂
、
　
i
↑
㍗
く
胃
　
　
　
↓
　
’
　
　
　
↓

3り
プ
Q

　
野
鳥
こ
け
し
「
と
き
」

潟
と
佐
渡
で
人
気
を
呼
ん
で
い

る
、
町
観
光
協
会
と
民
芸
品
委

員
会
が
指
導
し
て
試
作
し
た
も

の
で
、
今
春
新
潟
県
推
薦
優
、
良

土
産
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
、

六
月
と
八
月
に
佐
渡
と
新
潟
の

　
、
　
し

「
と、

が
新

測
措
と
そ
の
復
旧
工
法
等
に
つ

い
て
調
査
を
す
す
め
た
。

　
目
下
県
段
階
で
工
事
の
設
計

中
で
あ
る
が
、
金
沢
農
政
局
の

査
定
は
九
月
下
旬
に
な
る
模
様

一
で
あ
．
φ
．

　
　
話
　
題

き
」
　
の
　
出
　
荷

一
土
産
贔
店
か
ら
注
文
が
あ
り
、

一
約
二
百
個
を
発
送
し
た
。
こ
の

一
程
土
産
品
は
ま
だ
市
場
に
出
て

い
な
い
の
で
、
今
後
の
売
れ
行

琢
が
繹
さ
れ
、
地
、
皆
に
悩

む
松
之
山
に
一
つ
の
明
る
い
話

題
と
な
つ
て
い
る
Q

　
　
次
　
号
　
予
　
告

広
報
松
之
山
二
十
号
は
九
月
五
日
に
発
行
予
定
で
す
。

町
．
長
、
町
議
選
挙
結
果
の
特
輯
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

ま
た
水
梨
部
落
探
訪
記
も
登
載
し
ま
す
。

・一♂♂》》〉V』》へ《《へくノ》㌔ヘハ♂》㌔《ノー

く

　
新
し
い
受
診
証
で

受
診
の
際
に
ま
だ
古
い
受
診
証
を
お
使

い
に
な
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

新
し
い
受
診
証
は
七
月
に
変
付
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
ご
使
用
下
さ
る

よ
う
に
。

▼

一49一
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照
…欄國

苛長、町議

選挙特集
昌
＝
＝
＝
一
＝
二
＝
＝
囎
＝
6
＝
＝
一
＝
＝
＝
，
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
■
＝
＝
＝
瞬
＝
一
＝
＝
騨
＝
乙
一
＝
二
一
＝
＝
鴨
＝
＝
＝
＝

　
　
議
会
で
公
明
選
挙
推
進
を
決
議

一
…
…
…
ー
ー
…
…
…
…
…
…
…
ー
…
…
…
ー

　
　
町
長
、
町
議
選
挙
は
来
る
九
月
三
日
投
票
が
行
わ
れ
る
。
地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
か

　
ら
町
長
は
第
六
回
目
、
町
議
は
第
五
回
目
の
選
挙
で
あ
る
。

↑
　
町
議
は
二
十
六
名
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
有
権
者
五
千
九
百
ノ
で
こ
の
う
ち
有
効
投

　
票
は
約
五
千
二
百
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
町
選
管
で
は
八
月
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。
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ることのできない方は必ず

不在者投禦を済まピて下さ

い。その時認印を忘れない

ように。
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